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令和５年度 第２回 気賀小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  令和５年６月１５日（木） 午後１時９分から午後３時１５分まで 

２ 階 催 場 所  気賀小学校 第 1 会議室 

３ 出 席 委 員  宮﨑順孝、石川隆久、長谷川真奈美、田力祐二、山田真代子、 

木俣契一、小田木真砂子、藤田嘉代 

４ 欠 席 委 員  石田潤司、伊勢聖 

５ 学 校  齊藤昌長（校長）、内山忠久（教頭）、朝比奈愛子(ＣＳ担当職員）、 

内山尚子（ＣＳディレクター） 

６ 教育委員会  清水悠（教育総務課） 

７ 傍 聴 人  なし 

８ 会議録作成者  内山尚子（ＣＳディレクター） 

９ 議長の選出 

前回運営協議会後に議長の選出について意見を求めたところ、多くの委員から宮﨑会長 

を推挙する旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

10 協 議 事 項    

（１）学校支援コーディネーターの活動経過報告 

（２）学校の抱える課題（気賀の子供たちの現状）について 

（３）自己評価表の評価項目について 

11 会 議 記 録 

司会の内山教頭から、委員総数１０人のうち８人の出席があり、過半数に達しているた 

め会議が成立している旨の報告があった。 

（１）学校支援コーディネーターの活動経過報告 

議長の指示により、小田木委員、藤田委員から、別紙資料に基づき報告があり、委員か 

らは以下の発言があった。 

・ 浜松市体育協会細江支部では、学校から依頼があれば、全てのスポーツ指導の協力を 

させていただきますので何でも御相談ください。（田力委員） 

 

（２）学校の抱える課題（気賀の子供たちの現状）について 

議長の指示により、齊藤校長から、別紙資料に基づき学校の抱える課題（気賀の子供た 

ちの現状）についての説明があり、委員からは以下の発言があった。 

《授業参観での気付き》 

・ 4 年生福祉の体験活動で、お互いに声を掛け合い協力する姿（反応）が見られて温か 

い気持ちになった。（石川委員） 

・ １年生の指導が大変そうに見えたが、気賀小ロードマップの４つのステージごとに指 

導し続けていけば子供も育っていくと思う。５月に開催された運動会は、短い時間の中 

での進行がとてもすばらしかった。一つ一つの行動に気賀っ子らしさが表れていた。 

（田力委員） 

・ 個性を重視すると全体指導が難しくなる。低学年は先生方だけで子供たちを見るのは 

大変なので支援員の方々の補助がもっと必要。（齊藤校長） 

・ 午後の授業だったので、子供たち同士で話し合う活動が良かったが、マスクで表情が 
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分かりづらく残念。発達学級内でそれぞれの学年の立場を考えた行動が見られ、子供た 

ちの成長を感じた。フリーの先生の困っている子への支援が素早くとても良かった。 

（長谷川委員） 

・ どのクラスの入り口にも『かがやきカード』が置いてあり、「お子さんのいいところ 

を見つけて書いてください」とコメントがあった。親がメッセージを書くことで子供た 

ちの励みにつながると思うので、とてもよい取り組みだと思った。担任の先生が工夫し 

て授業の中で学び合いの場を設けていることで、学校が統一して取り組んでいるのだと 

感じた。勉強だけでなく、人間関係においても良い環境がある。マスク生活が長くて、 

以前より気になっていること（弊害）はあるか。（山田委員） 

・ マスクをしていると表情を見て話を聞くことができないので言語理解が深まっていな 

い気がする。自分の気持ちを伝える術を考えていく事が課題である。（齊藤校長） 

・ 決まりを守れない子供に対して学校はどのように対応しているのか。（山田委員） 

・ できていない子よりできている子をほめていくことを先生方にお願いしている。また 

職員同様に支援員の方々にも、決められた約束を守れた時にほめるようお願いしてい 

る。増え続けている発達障害やグレーゾーンの子供たちも一緒に授業ができるように 

ICT を活用したり、システムを変えていかなければいけないと思う。（齊藤校長） 

・ 校外学習で話を聞かず他の子と同じ行動がとれない子がいた。先生も周りの声をあま 

り気にせず自信をもって指導していただいても良いのかなと思った。（木俣委員） 

・ 先生方に「～しなさい」ではなく「～でいいの？」という疑問形で子供たちに話をす 

るように言っている。（齊藤校長） 

・ ボランティア参加時、前もって子供の情報がわかっていると対応がしやすい。 

（長谷川委員・小田木委員） 

・ グループの話し合いで、１、２年生は男女でグループが分かれていたが、５、６年生 

 は男女で協力して話し合いを進めていたのが印象的だった。５、６年生は、言われなく 

ても席を離れて自分で相手を見つけられるところが成長を感じた。 

（藤田委員、小田木委員） 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（３）自己評価表の評価項目について 

議長の指示により、内山教頭から、別紙資料に基づき自己評価表の評価項目について説 

明があり、また、教育総務課清水悠氏より昨年との変更点等補足説明があった。 

全員異議なくこれを承認した。 

 

その他連絡事項等 

・ 次回議長の選出について意見を求めたところ、多くの委員から宮﨑会長を推挙する旨 

の発言があった。  

 

・ 次回会議は、令和５年１０月２６日（木）午後１時００分から第１会議室で開催する 

旨の連絡があった。  


